




















































































































































































































































































































































5 4 3 2 1
①筆順を考える場面では、自分なりに考えることができた。 72 33 7 0 2
②水書きにより、自分の考えを深めることができた。 61 39 11 2 1
③自分の考えをペアやグループで分かりやすく伝えることができた。 43 40 19 5 6
④友達の考えを理かいしようと、よく聞いて考えることができた。 63 32 13 4 2







































































































































＊ 1 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編 p27
＊ 2 小学校学習指導要領（平成 20 年告示）解説 国語編 p123 
＊ 3 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編 p10
＊ 4 松本仁志 (2012)『筆順のはなし』中央公論新社 p20
＊ 5 『筆順指導の手引き』(1958) 文部省 p7
＊ 6 『筆順指導の手引き』(1958) 文部省 p7
＊ 7 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編 p55 
＊ 8  二宮孝行（2018）「漢字の筆順指導についての考察」北翔大学教育文化学




＊ 9 田村学（2015）『授業を磨く』東洋館出版社 p112-116 
＊ 10  松下佳代（2019）『深い学びを紡ぎだす』「資質・能力とアクティブ・ラー
ニングを捉え直す――なぜ、『深さ』を求めるのか」 勁草書房 p7
＊ 11  中央教育審議会（2016）p49-50 





＊ 13  田村学（2015）『授業を磨く』東洋館出版社 p38
＊ 14 田村学（2015）『授業を磨く』東洋館出版社 p37 
＊ 15  小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編 p27
＊ 16  小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編 p160
＊ 17  田村学 (2014)『こうすれば考える力がつく！中学校思考ツール』小学館 p13
＊ 18  岩垣攝・子安潤・久田敏彦 (2001)『教室で教えるということ』誠信社 p85
― 45 ―
＊ 19  岩垣攝・子安潤・久田敏彦 (2001)『教室で教えるということ』誠信社 p72
＊ 20  平田オリザ（2001）『対話のレッスン』小学館 p170
 （きぬかわ・あきひと　本学教授）
 （みうら・たくま　本学大学院生・愛知県立西尾東高等学校教諭）
（28）
